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（３）「障がい」のとらえ方 

（a）「障がい」のとらえ方の変化 

疾患

変調 

機能・ 

形態障害 

能力

障害 

社会的 

不利 

【ICIDH での「障がい」のとらえ方】 

１９８０年に WHO（世界保健機構）は、「ICIDH」＊１（国際障害分類）を発表し、疾病等に

基づく個人の様々な状態の分類を行いました。しかし、この分類は疾病等に基づく状態のマイナ

ス面のみを取り上げているとの指摘を受け、２００１年に改訂版として「ICF」＊２（国際生活機

能分類）が出されました。現在は、この ICF での「障がい」のとらえ方が施策等に生かされてい

ます。 

学習 

障がい 

 

視覚認知力 

の低下 

文章を読む 

のが苦手 

教科書の内

容が理解し

にくい 

例：ICIDHの視点からの A君の理解 

「疾患」から出発し、一つの方向で考えていくモデル 

【ICF での「障がい」のとらえ方】 

各構成要素が双方向性の矢印でつながり、それぞれが相互に影響し合っているモデル 

健康状態 

心身機能・ 

身体構造 
活動 参加 

個人因子 環境因子 

視覚情報の

処理の困難 

プリントや教

材など、文字で

の学習内容の

提示 

学習意欲

の低下 

健康状態 

心身機能・身体構造 

活動 参加 

環境因子 

環境因子 

個人因子 

例：ICFの視点からの A君の理解 

「環境因子」と「個人因子」の考え方が ICF には新たに加わり、このことによって、外的な環

境や障がいに由来しないその人の特徴等とも関連させて実態をとらえることができます。 

 

（ＬＤ） 

文章を読む 

のが苦手 

教科書の内

容が理解し

にくい 

他の子ども

と同じ教材 

聞いて覚

えること

が得意 

個人因子 

学習障がい 

 

 例 

 

 例 

 

（ＬＤ） 

 

＊１：International Classification of Impairments,Disabilities and Handicaps の略 
＊２：International Classification of Functioning,Disability and Health の略 
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多面的・総合的に子どもを理解することが指導や支援のヒントになります。 

（ｂ）ICF の考え方を踏まえた理解と指導・支援 

「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）」（平成

３０年３月）には、次のように示されています。 

ICF の考え方を踏まえるということは、障害による学習上又は生活上の困難を的確に捉え

るとともに、幼児児童生徒が現在行っていることや、指導をすればできること、環境を整え

ればできることなどに一層目を向けるようになることを意味していると言えよう。 

ICF の視点からＡ君への指導と支援を考えると次のようになります。 

学習障がい 

（ＬＤ） 

視覚認知力を 

向上するための

トレーニング 

文章から情

報を得る困

難さの軽減 

学習内容の

理解 

要点は文章と

ともに話して

伝える 

様々な学びを

認める 

周囲の態度 

参考：独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 「特別支援教育における ICF 及び ICF-CY 活用に関するよくある質問
と答え（Q&A）」＜http://www.nise.go.jp/cms/8,143,18.html＞ 

 

視覚情報の

処理の困難

さの軽減 

文章表現の

視覚的理解

の学習 

短い文章の読

み取り学習 

読み上げ 

ソフト活用 

学習内容の 

個人内評価で 

意欲を高める 

健康状態 

心身機能 ・身体構造 

活動 参加 

 例 

 


